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地球温暖化や人権問題、少子高齢化など、国内外には様々な社会課題が山積しており、それらの
解 決 へ 向 け た 企 業 へ の 期 待 は ま す ま す 高 ま っ て い ま す 。 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の 事 業 領 域 に
おいても、環境負荷の削減や交通事故防止、交通渋滞の緩和など、多様な社会課題への取り組み
が 求 め ら れ て い ま す 。

そ の た め 私 た ち は 、 安 全 ・ 環 境 性 能 お よ び 品 質 に 優 れ た 商 品 の 開 発 ・ 生 産 ・ 販 売 は も ち ろ ん 、
企業市民として社会からの要請に応えるためのCSRに取り組み、社会課題に向き合っています。
自動車業界が100年に一度の変革期を迎え、社会環境が刻々と変わりゆくなか、私たちが事業を
通 じ て 社 会 に 貢 献 し 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 期 待 ・ 要 請 に 応 え て い く た め に は 、 グ ル ー プ ・
グ ロ ー バ ル で C S R の 取 り 組 み を 推 進 し 、 浸 透 さ せ る こ と が 必 要 で あ る と 考 え ま す 。 そ の た め 、
2018年度には、これまでのCSR活動8項目を見直し、新たにCSR重点6領域を定め、取り組みを
推 進 し て い ま す 。
C S R 重 点 6 領 域 の 考 え 方 を 取 り 入 れ 、 事 業 を 行 う こ と で 、 企 業 と し て の 社 会 的 責 任 を 果 た し 、
こ れ か ら も お 客 様 を は じ め と す る ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 「 安 心 と 愉 し さ 」 を 提 供 し て い き ま す 。
そ し て 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 真 の グ ロ ー バ ル 企 業 と し て 社 会 か ら 信 頼 さ れ る 企 業 と な り 、
よ り 豊 か で 持 続 可 能 な 社 会 づ く り に 貢 献 し て い き ま す 。

CSRの考え方

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 事 業 を 通 じ て 社 会 に 貢 献 し 、
持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 を 目 指 し て C S R に 取 り 組 ん で い ま す 。

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の C S R

ＳＵＢＡＲＵグループのCSR
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“お客様第一”を基軸に「存在感と魅力ある企業」を目指す。

経 営 理 念

私たちは、環境と安全に十分配慮して行動するとともに、創造的な商品とサービスを開発、
提供します。
私たちは、一人ひとりの人権と個性を尊重します。
私たちは、社会との調和を図り、豊かな社会づくりに貢献します。
私たちは、社会的規範を順守し、公明かつ公正に行動します。
私たちは、国際的な視野に立ち、国際社会との調和を図るよう努めます。

1 .

2 .
3 .
4 .
5 .

企業行動規範

当 社 は 企 業 理 念 に 基 づ い た 事 業 活 動 の 実 践 に 向 け て 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス を 順 守 し 、 社 会 的 責 任 を 果 た し
な が ら 行 動 し て い く た め の 企 業 行 動 規 範 を 定 め て い ま す 。 従 業 員 一 人 ひ と り が お 互 い を 尊 重 し な が ら 、
こ の 企 業 行 動 規 範 を 尊 び 同 じ 価 値 観 で 行 動 す る こ と を 通 じ て 、 豊 か な 社 会 づ く り に 貢 献 し 、 全 て の
ステークホルダーに信頼される企業となるべく努力を続けていきます。

企 業 行 動 規 範

1. 私たちは常に先進の技術の創造に努め、お客様に喜ばれる高品質で個性のある商品を提供します。
2. 私たちは常に人・社会・環境の調和を目指し、豊かな社会づくりに貢献します。
3. 私たちは常に未来をみつめ国際的な視野に立ち、進取の気性に富んだ活力ある企業を目指します。

企 業 理 念
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▲

▲情報公開・対話
▲経営への反映 ステークホルダー
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ＳＵＢＡＲＵグループ

取締役会

経営会議

ＳＵＢＡＲＵ

ＳＵＢＡＲＵグループのCSR重点領域の経営への反映

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ は 、 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 に 合 わ せ 、 C S R の 取 り 組 み に つ い て も 従 来 の
「 C S R 活 動 8 項 目 」 を 見 直 し 、 「 C S R 重 点 6 領 域 」 ― 「 人 を 中 心 と し た 自 動 車 文 化 」 「 共 感 ・ 共 生 」
「 安 心 」 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 「 環 境 」 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス 」 ― を 定 め ま し た 。
重点領域の選定にあたっては、まずCSR重点項目として社会的要請の高い41項目を抽出したうえで、北米や
国内の有識者・投資家へのアンケートを実施しました。最終的に「事業の強みを活かして社会に貢献する
領域」と「社会の要請に応える領域」の2つの視点から考えました。その結果、事業の強みを活かして社会に
貢献する領域として、「人を中心とした自動車文化」「共感・共生」「安心」「ダイバーシティ」の4つを、
社会の要請に応える領域として、「安心」「ダイバーシティ」「環境」「コンプライアンス」の4つを選定
し ま し た 。 「 安 心 」 と 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 が 重 複 し て い ま す が 、 「 安 心 」 に つ い て は 、 社 会 の 要 請 と
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の 事 業 の 強 み が 合 致 し て い る 領 域 で あ り 、 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 に つ い て は 、 社 会
から求められるダイバーシティだけでなく、お客様に提供する商品のダイバーシティを含めた広義のものと
捉えたためです。
さ ら に 、 信 頼 回 復 の た め に 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー へ の 情 報 公 開 や 対 話 、 ま た 経 営 へ の 反 映 な ど が 不 可 欠 で
あることから、6つの重点領域（6M、M=マテリアリティ）に、ステークホルダーへの「情報公開・対話、
および経営への反映」(1E、E=エンゲージメント）を加えた「6M+1E」で取り組みを進めていきます。

C S R 重 点 6 領 域 策 定 プ ロ セ ス

2009年6月改定

私たちは、企業行動規範に基づき、法令、人権、国際行動規範、ステークホルダーの権利およびモラルを
尊重します。
私たちは、企業市民として、現代社会が抱える世の中の社会問題の改善に向けて取り組みます。

1.

2.  

C S R 方 針
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Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ で は 、 C S R の 取 り 組 み を 推 進 し て い く た め に 、 2018年度に経営層や管理職がCSR
について自ら考える機会を設けました。
経営層においては、2019年2月に株式会社日立製作所 理事 サステナビリティ推進本部長の荒木由季子様を
お招きした講演会を開催し、国内の全役員が出席しました。
また、CSR推進の中心となる管理職を対象に、2019年2月から5ヵ月間にわたり、各本部でＳＵＢＡＲＵ
グループのCSRを知る「CSR説明会」と、業務とCSRのつながりを理解する「CSR勉強会」を実施しました。

階層別にCSRの理解を深める機会を創出

C S R 浸 透 へ の 取 り 組 み

▲

▲

レビュー
▲

重
要
案
件
の

付
議
・
報
告

▲指示・承認

▲

報
告

など

コンプライアンス委員会

コーポレートガバナンス会議

社会貢献委員会

環境委員会

CSR委員会
事務局（サステナビリティ推進部）

各種 委員会▲
付議・報告 ▲指示・承認

経営会議

取締役会

CSR推進体制

CSRの取り組みを議論する場として、「CSR委員会」を年2回開催し、関係する委員会や部門のPDCAの
状況を確認しています。
C S R 委 員 会 は 、 委 員 長 を 代 表 取 締 役 社 長 と し 、 全 役 員 が メ ン バ ー と し て 加 わ り 、 事 業 を 社 会 的 側 面 か ら
考察し、取り組みの強化を図っています。

C S R 推 進 体 制
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C S R 重 点 6 領 域 、 概 要 は 理 解 で き た 。
そ れ ぞ れ と 自 部 署 （ 自 分 ） と の 関 わ り を
よく考えていきたい。
重 点 6 領 域 は 、 文 字 通 り 重 要 だ と 思 い ま
す し 、 6 領 域 に 絞 っ た 背 景 ・ 経 緯 を 理 解
で き た こ と は 有 意 義 で し た 。
質疑の時間内も議論にあがった、「商品の
ダイバーシティ」という視点で我々に何が
で き る か は 良 く 考 え た い と 思 い ま し た 。

・

・

・

出席者の声

0.1%  
難しかった

0.9%  
やや難しかった

6.6%  
半分理解した

40.2% 
かなり理解した

52.3%
十分理解した

CSR重点6領域の理解度

CSR説明会のアンケート結果

「 C S R 勉 強 会 」 の 様 子  

「CSR説明会」では、「ＳＵＢＡＲＵグループのCSR」と題し、CSRの
必要性や2018年度に選定したCSR重点6領域の内容を理解する場としま
し た 。 参 加 者 か ら は 、 C S R の 必 要 性 や C S R 重 点 6 領 域 な ど に つ い て は 、
約9割が十分またはかなり理解できたという意見が寄せられました。
一方で、具体的な自部署と業務とのつながりについては、イメージ化や
取り組み目標の設定が難しいなどの課題も見えてきました。
そこで「CSR勉強会」では、ＳＵＢＡＲＵの役員が講師となり、CSR重点
6領域のなかの「環境」「コンプライアンス」をテーマに、業務とCSRの
つながりについて実例をあげながら管理職に解説しました。
実 例 を 交 え た こ と で 、 業 務 と C S R の つ な が り に つ い て 理 解 が 深 ま っ た
という声が多くあがりました。
「CSR説明会」「CSR勉強会」には延べ1,500人が参加し、キーパーソン
として各部門のCSRを推進し、各本部や自分の業務とCSRの取り組みが
ど う 紐 づ い て い る の か な ど 、 着 実 に 進 捗 し 始 め て い ま す 。
2 0 1 9 年 度 は 、 対 象 を 新 任 管 理 職 や 係 長 、 新 入 社 員 な ど に も 拡 大 し 、
階層別の研修のなかに組み込むことで、より多くの従業員がＳＵＢＡＲＵ
グループのCSRについて理解を深める機会を増やしています。
また、2019年1月には、国内のグループ企業21社を対象とした「グループ
企 業 社 長 会 」 で も 「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の C S R 」 に つ い て 理 解 を
深める場を設けました。
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ＳＵＢＡＲＵグループのステークホルダーとのコミュニケーション方法

ダイバーシティ

環境

コンプライアンス

安心

共感・共生

人を中心とした
自動車文化

ＳＵＢＡＲＵ
グループ

メディア

金融機関

行政

NGO・NPO

従業員 お取引先様

株主・
投資家様

  地域社会

お客様

  教育・
研究機関

ＳＵＢＡＲＵグループのステークホルダーと
CSR重点６領域の関係性

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ の C S R の 取 り 組 み は 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 と の 関 わ り に 重 点 を 置 く と 共 に 、
ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 へ の 情 報 公 開 や 対 話 、 ま た 経 営 へ の 反 映 が 必 要 不 可 欠 で あ る と 考 え ま す 。 経 営
理念にある「存在感と魅力ある企業」を実現するために、今後ともステークホルダーの皆様から信頼される
企業を目指して、継続的に社会の発展へ貢献すると共に、企業価値の向上を図っていきます。

ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 と の 関 わ り
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※ Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 乗 車 中 の 死 亡 事 故 お よ び Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ と の 衝 突 に
よ る 歩 行 者 ・ 自 転 車 な ど の 死 亡 事 故 を ゼ ロ に

2030年に向けた持続可能な未来を実現するための開発目標
SDGs（Sustainable Development Goals）への対応に
ついては、ＳＵＢＡＲＵグループとして重要性を認識して
い ま す 。 特 に 気 候 変 動 へ の 対 応 に つ い ては、 2 0 3 0 年 度 に
ＳＵＢＡＲＵグループが直接排出するCO2（スコープ1,2）の
30％削減（2016年度比・総量ベース）を掲げ、2020年度
までに年間排出量のおよそ3％に相当するCO2削減の見通し
と な り ま し た 。 交 通 事 故 に よ る 死 傷 者 低 減 に つ い て は 、
「2030年に死亡交通事故ゼロ ※」を目標に、引き続き取り
組みを推進し、持続可能な社会づくりに貢献していきます。

S D G ｓ へ の 取 り 組 み




